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[第２分野] ３．自然

（１）食物連鎖

基本の解説と問題
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食べる・食べられるの関係１
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植物プランクトン→動物プランクトンに食べられる。
植物・動物プランクトン→小魚に食べられる。
小魚→大型の魚に食べられる。
自然界では、食べる・食べられるの関係がある。

→この関係のつながりを食物連鎖（しょくもつれんさ）という。
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食べる・食べられるの関係２
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食物連鎖は、陸上や水
中、土中など、あらゆる
ところで見られ、一直線
に表されるものではない。

いろいろな生物があみ
の目のようにつながって
いる。

食物網（しょくもつもう）：
食物連鎖によって、生物
があみの目のようにつ
ながる様子。
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生物の数量的な関係
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生産者：光合成を行って、自分で栄養
分（有機物）を作る生物

消費者：光合成を行わずに、他の生物
の栄養分を得ている生物
数量的な関係：

植物、草食動物（草食性の動物）、小
型の肉食動物（肉食性の動物）、大型
の肉食動物（肉食性の動物）の順に、
数量が少なくなる。

注意：肉食性の動物の中には、植物を
食べる動物もいる。例：スズメなど

大型の動物でも草食動物の場合があ
る。例：牛・馬など
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生物の数量のつり合い１
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右グラフは、ある地域でのカンジ
キウサギとオオヤマネコの個体
数の変化を示すグラフである。

このグラフから分かること

①カンジキウサギの方が個体数
は多い。

②カンジキウサギの個体数が増
えると、オオヤマネコも増える。

③逆に、カンジキウサギの個体
数が減ると、オオヤマネコも減る。

④このようにして、生物の数量
はつり合いがとれている。

ただし、自然災害や人間の活
動によって、つり合いがくずれ
る場合がある。
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基本問題
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（１）自然界において、生物どうしの食べる・食べられるの関係を何とい
うか。

（２）光合成によって自分で栄養を作る生物を何というか。

（３）光合成を行わずに、他の生物の栄養分を得ている生物を何という
か。

（４）右図のａ～ｄのうち、草食性の動物はどれか。

（５）右図のａ～ｄのうち、肉食性の動物はどれか。

（６）右図のａ～ｄのうち、（２）の生物はどれか。

（７）右図のａ～ｄのうち、（３）の生物はどれか。
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基本問題 解答
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食物連鎖（しょくもつれんさ）

生産者

消費者
ｃ

ａ，ｂ

ｄ
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（１）自然界において、生物どうしの食べる・食べられるの関係を何とい
うか。

（２）光合成によって自分で栄養を作る生物を何というか。

（３）光合成を行わずに、他の生物の栄養分を得ている生物を何という
か。

（４）右図のａ～ｄのうち、草食性の動物はどれか。

（５）右図のａ～ｄのうち、肉食性の動物はどれか。

（６）右図のａ～ｄのうち、（２）の生物はどれか。

（７）右図のａ～ｄのうち、（３）の生物はどれか。
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応用問題
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１．図１は、生物の食べる
食べられるの関係を表そ
うとした図である。
（１）植物→バッタ→カエル

の矢印の記載にならって、
食べられるものから食べ
るものへの矢印をかきな
さい。

次ページへ

図１

（２）（１）でかいたように、生物の食べる食べられるの関係は、あみの
目のように表される。このような関係を何というか。
（３）図１において、個体数が一番少ないと考えられるのはどれか。
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応用問題
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２．図２は、肉食動物・草食動物・植物の個体数を模式的に示した図
である。個体数のつり合いのとれたＡの状態から草食動物が増える
とすると、その後、それぞれの個体数はどのように変化し、再びもと
の状態に戻ると考えられるか、Ａを先頭として、Ｂ～Ｄを適切な順に
並べなさい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ→（ ）→（ ）→（ ）→Ａ

図２
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応用問題も必ず解きましょう。
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確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、

http://e-clus.com/ で購入できます。

学習動画イークルース 検索
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